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っと空へ昇って行きたかったんだ。彼 らは空の広さの中に故郷の草原を見ていたんだろうま広々とした|■の

中で思いっきり飛びはねてみたかったんだ。彼らは私なんかよりもっともっと深い悲 しみを背負っていただ

ろうに。泣きわめく事もできず唯それを見送っていた。

動物達は私を嫌っていた。彼 らを見つめる人間達を嫌っていた。赤い風船は私の子分だったから,彼 らに

とってそんなもの目じゃなかったはず。けれども,私の手から離れた途端に,そ れは彼らの仲間になった。

赤い風船は彼らの英雄となった。彼らがずつと望んでいた事を,実行に移した最初の・……「 英雄 」。彼らは,

風船をじっと見つめていた。空に昇って,雲の中に消えてしまっても,淋 しげなうらやむ様な,絶望しきっ

た瞳で,何度も何度も空を見上げていた。彼らは気づいていたのだろうか。自分達には,そ れが成し得ぬ夢

である事を。自分達は一生このオリの中で生 きていかねばならぬ運命にある事を。

もしかすると,星の仲間に入れてもらっているのかも
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驀奥た故郷を見ているのだろう。
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特集 I 四 コ =ス が もの 申す

一―コースを考 える一―

‖
“
:‖総 11::Nl,‖

"‖

H細:HH:‖‖̀‖

"‖

岡胸‖鴎‖:‖絆喘卜1lX‖ CM‖H‖

`鷺

・‖‖‖■‖喘日‖円‖4‖■IH‖咄l・‖‖‖‖〕4‖■‖J:昭出‖H‖口:it‖H‖‖1■胴:卜:‖IX‖ J‖

“
‖ヽ‖■R口 ::“‖■旧:卜湘イIH‖ ll‖ 卜ヽ感‖:口‖M

新入生の皆さん,大学生活はどうですか ?も う学生生活 にも慣れて,そ ろそろ自分が大学で何をするのか

考え始め られる頃 と思います。その中でも,特に総科で一体何を学ぶのかについて,悩 んで居 られる方 も多

いと思います。総科は入学 してか ら一年間,自分のコースを決定する猶予があ ります。それが良い ところで

もあるのですが,あ れやこれや と考 えている内に,自分で も何が自分にあっているのか,分か らなくなるこ

ともあるんじゃないでしょうか。それは我々二年生にとって も同じことです。 しかし,いつまでも迷ってい

る訳にはいきません。そこで今回は新入生の皆 さんがコース決定をする際に少 しでも資料 となる様に,ま た

二年生に とっては自分の所属するコースを十分に認識して もらうために,各コースごとに先生方,三 。四年

生 と院生の方に集まっていただ き,各 コースの紹介 とその現状について話し合 っていただきました。

今回のコース紹介は,今までになされて来たような紹介の方向と黙 り,今実際に各 コースで奮闘されてい

る三・四年生の先輩か らも現状について生の声を聞かせていただ きました。この特集を通 じて,少 しで もコ

ースに対す る理解を深めて もらえれば・……と思 っています。
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情報行動科学コース
―

重中先生 を囲んで一―

5月 23日 ,生物教室に於て,コ ース講座委員の重中先生を囲んで,院生 1名 , 4年生 1名 ,3年生11名 ,

2年生 6名 , 1年生 8名の有志が集まり,懇談会が開かれた。

現在の情報行動科学コースのかかえている問題点 , が違 うとい うことがあって,あ る程度の理解,協

学生の研究の方向についての悩み,こ れか ら解決 し   力はできても,方向転換 してまで新しい研究分野

ていくべき問題点は……… (司会 ) を切 り開いてい くところまではゆけない というこ

。情報行動科学という学問はどうい う学問ですかと   とがある。たとえば,細胞レベルから個体の行動

きかれたら,何 とも言うすべがない。心理と生物   を理解するにも.ま たその逆にしても,理解はあ

と数学をごっちゃまぜにしてどういう学問ができ   る程度可能だが,お互いに,専門の研究分野にま

るか,何 もできないんじゃないか。 で頭を突っ込んで議論できるところまではいけな

一つの学問領域として,境界領域学際領域の研究   い。協力といっても,個体の行動を数理的に処理

としての一つの方向づけとしてはありうるかもし   することはできても,それ以上のところまではで

れないが,学部の学生の教育の場として,心理と   きない。群を通して,セ ミナーをやろうというと
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たとえば,心理系をやってコンピュータ処理をや

ろうとか,生物化学系の手法をとり入れるとか ,

いろいろな先生についてやれると思 う。教官同志

の結びつきはないけれど,学生の自由な出入 りに

よってそれを打開してい くというのが学生の課題

である。みんなで議論 して,要求を先生にぶつけ

てはしい。そうすると,我 々も頭を柔 らか くして ,

要求に答えてゆけるようにしたい と思 う。最後に

その窓口が どこにあるかということを知っておい

てはしい。それはコース委員で,今年度は,水上

先生 と私です。要求にそえるよう,私達,努力 し

ます。 (重中先生 )

今度の情報行動科学コースの志望者 を全員受け入れ

るだけの余裕があるのかどう力、 (l年 )

。毎年コース決定の際,一番問題になるのが,情報

行動科学コースの定員――受け入れ可能数 といっ

た方が正しいか もしれないが一―で,そ れをオー

バーするのは情報だけで,他のコースは問題ない。

去年の志望者は36名 で, 6名切って30名に したが ,

今年の 2年は32名 の志望数のまま。 2名位のオー

バーは何 とか認めて第 1志望に行かせたい とい う

考えで,最終決定の委員会であるコース講座委員

会 (注 :各 コースの委員 2名ずつによる委員会 )

に強力に提案 して,32名受け入れることになった。

ところが,今年の 1年生は,情報行動へ行 きたい

とい うのが40名 近 くいるという噂。 もし,今年の

終わ りの段階で,40名の希望者があるとすれば ,

やは り,30名が上限なので10名のオーバーは問題

である。ではどうするかということを情報の先生

方の総会で話し合ったところ,や は り何 とか受け

入れ上限数をひき上げようとい う事に決まった。

これはあくまで総会で決めた事で,最終的にはコ

ース講座委員会で決定 しなければな らないか ら,

確定 したとはいえない。 しか し,学生皆の第 1志

望を通すのが当然なので,そ うい う方向で頑張 り

ます。 (重中先生 )

情報行動科学コースの院の状態は ?(3年 )

。情報行動科学 コ,ス は,情報行動基礎講座 と人間

行動研究講座の二講座制だが,そ れはあくまで研

究組織で,教育組織は三つ,数理情報 。生体情報

・人間行動に分かれている。三つの群に分けてい

るのは便宜上のことだか ら,群をまたがつての研

究・教育もできる。たとえば,心理系の仕事をし

なが ら,あ るいは生理情報の仕事をしなが らコン

ピュータ関係の仕事 もで きる。

情動行動科学 コースとい うのは,総合科学部 をし

ょって立つような,柱になるようなコースで,本

当の総合科学は情報行動だと思 う。そうい う意味

でや りがいのあるところである。

院は今年か らスター トしていて,地域研究科 と環

境科学研究科の二つの研究科ができた。環境科学

研究科とい うのは,環境科学 と情報行動科学の先

生方が一緒につ くつたものである。学生定員数は

30名 で,応募したのは29名 ,実際に入つたのは21

名であった。試験は,外国語が 1科日,専門 1分

野,一般理科 2科 目選択。但 し,行動科学へ進む

人の中には社会系の人 もいるか ら,そ の うちの 1

つは社会学か何かで置 き換えることもできる。

院の中のシステムは 3つ の系一二 環境動態保全系

。環境計測系・環境情報改善計画系一一に分かれ

ていて,情報 。環境の先生方はそのどれかに属 し

ている。心理系の先生では共通講座の方へ入つて

いる方 もいる。院に入れば,そ の うちのどれかに

ついて,修士論文を書 くことになる。但 し,人間

行動研究か ら純粋の心理学をや りたくて院に進む

な ら,他 の院に行 った方がいいか もしれない。

今年度か ら要望・ 専門基礎科目の制限がゆるくなっ

たのはなぜです力、 (2年 )

。大学へ文科系か ら入つた学生 も情報行動 コースヘ

自由に入つてもらおうとい うシステムを作るべ き

だとい う,特に 3群の先生方の要望があ り,つま

り,情報行動に学生が殺到 してはしい ということ

が第一番めにあった。 (重中先生 )

他 コースでは ,53年度の履習細目を適用できるのに ,

情報行動でできないわけは ?

。一番大 きな理由は,今の 3年生がコース決定の際

に,要望・専門基礎科 目の履習状況によって,定

風Ю名を越えた 6名 を切ったため,今師 用する

ことになると,き られた人の方が問題 となってく

るか ら。 (重中先生 )

52生の場合は ,どういう理由かダ しょう力も (2年 )

。力学,熱学が問題 となってくるだろ うが,情報行

動コースに来る限 りは,力学・熱学はちゃんとや

っておいてはしい。だか ら,適用すまいとい うこ

とになった。文科系で入つた学生でも情報行動 コ

ースは自然系だか ら,来 るか らには自然科学の発

想の基本となる力学 。熱学はや って もらおうとい

うことになった。但 し,53年度の学生便覧で新 し

い科 目も増えたか ら,行動科学についてだけは ,

選択必修の欄は53年度を適用す ることができるこ

-3-



とに決定している。その他の群については,(EID

一一 とあるものだけは選択必修 として適用するこ

とがで き,そ の他 は自由選択となるわけです。

(重 中先生 )

総合科学の授業科目の中で何が専門で,何が一般教

養科目なの力1まっきりしないのではない力、(3年 )

。自分は何が一般 で何が専門かわか らない。だか ら,

「 総合科学部とはどんな科 目ですか。」と間かれる

と,「 大学の普通科ですよ」 (お くれて笑い )と

答えている。時間割表の緑字の授業は一般で も良

い,専門で もよいとい うことになっていて,教養

的な知識のみ種々雑多にか じって卒業 して しまう

のではないかと思 う。 (3年 )

。総科はカリキュラムをみて も,専門家を養成する

感じじゃない。また,総合科学部にとっての専門

科目が他学部の人にとっては一般教養科 日とい う

こともあって,何か劣っているよ′うな気分にもな

る。これでは,教養部 と変わ らないのではないか。

(3年 )

。緑色にすると,初めての人に程度を合わせるとか ,

人数が多いため一方的な講義形式になってしまう

とかで,一般に授業内容の程度が低 くなるとい う

こともあるのではないか。 (3年 )

。カリキュラム上の問題 もあるが,実際はどうなっ

ているかと言えば,学生 と先生の人数のバランス

が とれていなく,た とえば,学生数が多過 ぎる場

合は,い くら学生にやる気があればできるといっ

て も実際の教育では不可能な事が多い。やは り,

条件に左右 されるものである。個人の問題で もあ

るが,そ の条件・環境 を整えてい くことが大事で

ある。また,総合科学部の校舎で全体の教養を受

け もっているということで専F]に入つた気が しな

いとい うこともある。 (3年 )

。専門でありなが ら一般への振替えができるのを ,

われわれは俗に「 玉虫 」と呼んでいるが,こ れは

見方によっていろいろな色になるという意味で,

ただ単位の決め方だけの話であるとい うことです。

内容は先生によって違 うか ら,う ん と突っ込んだ

もの もあれば,指摘 どお りの もある。人が多 くて

らっとも授業を受けているような気にな らない と

い うことが問題なのではないか。聴講人数が多い

というのは,学生は受けるか らには単位がほしい。

本当の専門はむずかしいか ら単位のとりやす そう

な科目を,と い うこともあるといえる。だか ら,

専門を受ける気な ら,本当の専門を受けてはしい。

もう‐つ,学生の態度ばか りに責任を押 しつける

のはけしか らんと言われるか もしれないが,みな

さんの本当の気持 ちしだいで意欲に燃えた学生は ,

実力が絶対に他学部に劣 ることなく,身につ くと

言 えます。 (重中先生 )

総科に入って失望 したとい う声を聞く,先輩はどう

思 うか。

。自分の気 もちの持ち方しだいでどうにでもなる。

住めば都 とい う諺があるように。 (笑い )と い う

のは,自 分のや りたいことを見つけ出せば,結構 ,

充実してやってゆけるとい うことで,それができ

なければ,ゼ ミや開講 してほしい講義な ど先生に

お願いするなどすれば補なつていけるんじゃない

んですか。やはり,自分のや りたい事を見つける

ことにかかって くると思いますね。 (4年 )

。不満はあ りますが,や は り,自分自身がそこでや

るしかない とい う気はします6情報行動 とい う枠

組みができたか らといつて,す ぐ新しい創造的な

ものができるわけない し,そ れ程厳しい状況に置

かれているか ら,あ る意味ではよその学部 よりず

っと勉強 しなければな らない。か と言って,自 分

がやっているとは言いませんが (爆笑 )。 ただ心

理系の部屋が足 りない という条件の整わない面が

あるのですが,不満を言 ったらきりがなく,や は

り自分自身がやることだと思いますね:(3年 )

。入ってか ら失望するとい うのは,実際期待してい

た考えと,入 つてか らの考えに食い違いが起 こっ

てて認知的不協和が起 こるわけだ。(お くれて笑い)

入る前にテーマを持った ものな らば問題はないが ,

総合科学部に来 るってい うのは,だいたい何をや

るかわか らない気 もちで入つて くるのが多い。だ

か ら,何 をやっていいのかわか らないまま,模索

で四年間終わつてしま う場合があるか もしれない。

一年間,自 分でテーマを決めること,何で もいい

か らぶつかってみるのがいいと思 う。 (3年 )

。コースを決めるまでに失望する時や,認識を新た

にした りする機会があると思いますが,以前に持

っていた総合科学に対するイメージと自分が突き

当たうた壁 とを,ど う調和 させるか,と い う所で

新 しく入つてきた人たちは悩む と思います。その

時,自 分はこう思っていたが,現実はこうであっ

た,だか ら自分の考えを変えよ うとい うのではな

くて,自分がこうであったらいちばんいいと思 う

方向に学部を動か していつてはしいと思います。

たとえば,コ ースの定員にして も,足切 りをされ

ゝ v
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